































































































































































































































































































































間は学部 4年、教職聴講 2年、上田先生聴講 2年、前期課程 3年、後期課
程 6年で計 17年間であった。
11．非常勤講師
　上田先生に付いての学部聴講 2年間、大学院の 9年間を含めた都立高校
の教員生活 20年間を終え、1997年 4月から明治学院大学文学部教職課程
に奉職した。ほぼ、同時に、立教大学学校社会教育講座の非常勤講師となっ
た。以後、研究休暇（サバティカル）の年度を除いて 2017年度まで同講
座ならびに教育学科の非常勤講師として勤務した。ざっと数えて 20年間
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お世話になった。68年間のこれまでの人生のうち、37年間を、立教大学
と関わってきたことになる。これからの、このキリスト教研究所の所員と
しての日々を加えると、立教とともに過ごす時間はまた増えていく。
　非常勤講師の立場から接してきた立教の学生は、私の拙い授業であって
も、その良い所を受けとめてくれた。その心映えに支えられ授業すること
ができた。授業は教師と学生の合作である、と実感した。よい学生に恵ま
れればよい授業となる。しかし、教師の責任から逃れるわけではない。よ
い学生となるよう、教師の働きかけも必要だからである。
　ただ、全ての学生という訳ではないが、答える力はあるが、問う力は弱
い印象があった。学生は、分かりやすく細かく、何から何まで教えてくれ
ることを欲していた。全てを教えないから空白を学生自らが埋める、それ
が学ぶことの醍醐味のはずなのだが。こちらが料理したものは食べるが、
自ら料理しようとしないのだ。ひたすら受け身なのだ。材料は提供するの
で料理をしてほしい。いや、材料そのものも、学生が自分で見つけること
を期待した。現実問題これは難しいが。私は肝心なところは、わざと教え
なかった時もあったので、先生は何も教えてくれない、なにを勉強してい
るのか分からないと一部（大部？）の学生には不評であった。断片から、
学生がそれらを自分なりに統合してくれることを望んだが、なかなかうま
くはいかなかった。けれども、わたしのやり方を理解してくれた学生には
有意義であったかもしれない。しかし、これは立教の学生に限ったことで
はないが。
　リアクションペーパを見ていると、授業を通して、自分の至らないとこ
ろに気づいたとコメントする学生がいた。その率直さ、素直さに将来の可
能性を感じた。
　一方、どこか尖っている、どこか勘違いしているような学生もいた。そ
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れが素敵に思える場合と逆のそれもあるが、いずれにしろ、極めて貴重な
ことに変わりはない。それも途上にある者の自分探しの一環であろう。「迷
う」時期はさまざまな起伏がつきものである。
　自分の至らなさ、不十分さに気づくことは、一種の自己否定である。「迷
う」ことも同じであろう。自己の相対化ともいえよう。自己の「不完全」
に気づくことである。
　勘違いしている時期は自分が優れている、完璧である、と自信たっぷり
のようだが、実のところ、不安でいっぱい、あるいは憂鬱感、焦燥感に苦
しんでいるはずだ。司馬遷が「始皇帝喜ばず」と『史記』に記したのは、
このあたりの消息と関係しよう。
　喜ばないまま、突き進むと、その道は死に至る。それは、人間はいずれ
皆死ぬが、今ではない。生を回復するため人間は「迷う」ことが必要なの
である。「迷う」ことによって、自分の進むべき道をそれぞれが発見する
のだ。
　教育の最後は自己教育に至る。教師は自分自身が不必要となるために、
教育という営みを紡ぐ。
12．クリスマスツリー
　教職聴講が終了して、高校教員になり、結婚して、妻と初子とともに、
クリスマスツリーを見にきたことがある。まだ、上田先生の授業の聴講生
も始まっていない、大学院にも行っていない、教職聴講が終わって以来の
何年ぶりかの立教訪問だった。懐かしい思いでいっぱいだった。その時は、
まさか、その後、立教とずっと関わることになるとは夢にも思わなかった。
今とちがって淡い光のイルミネーションをじっと見つめた。
　ヒマラヤ杉も銀杏も、あの頃より少しは大きくなっただろうか。タイサ
ンボクも無くなって久しいが、私が学生の頃は、5号館の 4階 5階から大
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きな木の、大きな白い花を見下ろすことができた。
　非常勤講師退職の年、授業後、偶然にもクリスマスツリーの点灯式に出
くわした。思えば、20数年間、毎年クリスマスツリーを見てきた。けれ
ども、しばらくまた見られないな、と点灯式を感慨深く眺めていた。しか
し、JICEの所員として、これからも見られる。あと何回見られるかは分
からないが、見ることができる間は見ようと思う。
（明治学院大学教授・JICE所員）
